
 

                             【中間評価】 

中間評価 

○ 成果と▽ 課題 ● ▼ 期末への方策等 

【第１学年】 

〇ひらがなの定着が進み、簡単な文が書けるよう

になった。 

〇一位数同士の計算はほぼ定着している。 

▽拗音、促音や「は」「を」「へ」といった助詞の確

実な定着には至っていない。 

▽問題文を読む力が弱いため、解答を間違えてい

ることがある。 

【第２学年】 

〇文章を読んで内容の大体を捉え、分かったこと

や考えたことを友達と大まかに伝えられるように

なってきた。 

▽文章で表現するときに、内容が短かったり誤字

脱字や句読点が正しく使われていなかったりして

伝わりにくいことがある。 

【第３学年】 

〇算数科の診断テストの結果、上位層の力がつい

てきて、平均点も上がっている。個別指導を丁

寧に行った成果が出てきている。 

▽自分の考えを文章に書き表せない児童が多くい

る。また、ひらがなや漢字を正確に覚えていな

い児童も一割程度いる。 

 

 

 

 

【第４学年】 

〇国語科の学習では、登場人物の気持ちや筆者の

主張を読み取れるよう、文章表現に注目させた

り、多くの文章に触れたりする機会を設けるこ

とで、読解力の向上が見られた。 

▽算数科の学習では、ノートに自分の考えをまと

めたり、自分の考えを全体の場で表現したりす

ることに課題が見られる。 

 

 

 

 

【第１学年】 

●意図的な文を書く機会を継続し、ノートなどに文

章や式などを書く活動を積極的に行う。 

▼ICT 機器を活用した練習問題や宿題を通して、個

人の学力定着を図る。 

▼文章を読む力を高めるため、読書活動の推進を図

る。 

 

【第２学年】 

●自分の考えをより詳しく伝えられるように、適宜

話し合いの場を設ける。また、音読練習を通して文

章に触れる機会を多く設定していく。 

▼週末の日記や作文指導を継続して行う。また、児

童自身が自分で書いた文章を読み返して間違いを

正す等の活動を取り入れていく。 

【第３学年】 

●算数少人数の時間では、児童の学習状況や習熟度

に合わせ、個に応じた指導を継続していく。 

▼文章化が苦手な児童には文型を提示し、それに沿

って文章を書き表す経験を積ませ、達成感を覚え

させるとともに順序立てて文章に書き表す力を

高める。 

▼漢字テストを週に２～３回行い、既習の漢字を繰

り返し書いて覚えられるようにする。また、間違

えた漢字を丁寧に練習に取り組ませることで定

着を図る。 

【第４学年】 

●語彙を獲得する機会や、人物像の読み取り方を確

かめたりする経験を増やし、今後も繰り返し指導

を重ねながら定着を図る。また読書活動を増やす

とともに、本に興味をもてるよう読み聞かせなど

の活動を取り入れていく。 

▼全体で共有をする前に、少人数での話し合い活動 

 や画用紙等に記入して掲示する方法などを取り

入れていく。またノート指導や授業内で称賛する

場面を増やし、自分の考えに自信をもって学習に

参加できるようにしていく。 
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【第５学年】 

〇算数科の学習において自分の考えを全体の場で

表現することが苦手な児童が多いが、小グルー

プで意見を伝え合う活動や、ミニホワイトボー

ドに書くようにすることで、伝えたい内容を整

理し、掲示したり、伝え合えたりすることがで

きている。また、ノートにも自分の考えをうま

く表現できている児童が増えてきた。定期的に

ノートを評価することで、ノート指導の成果が

上がってきている。 

▽国語科の学習において文章を書くことを苦手と

している児童が多く、語彙力が児童によって大

きく差がある。また、漢字を丁寧に書こうとい

う児童が見られる一方、字形を整えて書くこと

に課題のある児童が多くいる。 

【第６学年】 

○国語科「書くこと」の指導において、一人１台

端末の文書作成ソフトを活用することで、文章

の構成や展開について力を付けている。 

△７月の算数科の診断テストの結果、４月に比べ

全体的に学力の低下が見られた。既習事項を定

着させる必要がある。 

 

【第５学年】 

●算数少人数を効果的に活用し、児童の実態に応じ

た学習班で考え方を共有し、協働的に課題解決で

きる学習活動を設ける。 

▼教科書本文や例文等を活用し、目的や意図に応じ

て事実や感想、意見を区別して書くことを指導す

る。また、定期的に言語事項の学習の場を設けて

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

【第６学年】 

●引き続き、一人１台端末を活用しながら、「書くこ

と」の力を身に付けさせていく。また、より主体

的に学習に向うよう、児童が学習形態を選べるよ

うな工夫も行う。 

▼朝学習等の時間を活用し、定期的に既習の単元に

ついて小テストを行うなどして定着を目指す。 

 

 

期末評価 

○ 成果と▽ 課題 ● ▼ 次年度への方策等 

【第１学年】 

【第２学年】 

【第３学年】 

【第４学年】 

【第５学年】 

【第６学年】 
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